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研究成果の概要（和文）：子どもが 1日の大半を過ごす保育施設は単なる通所施設ではなく、子

どもの発達を保障する家庭的要素を軸とした生活施設であるべきである。現代の一般的住宅と

同じように「居間」「寝室」「食堂」などの各居室によって構成された「いえ型保育空間」にお

いて、１～５歳児混合の「きょうだい保育」を実施する全国初の保育園を対象に、より豊かな

子どもの生活環境を提案するべく、保育室内での調理員常駐・調理実験を試験的に行い、前後

の子どもの生活実態の把握を行った。その結果、保育室内の居室利用は、概ね「寝室」＞「居

間」≧「食堂」＞「ユーティリティ」の順に多く、園児が体験する集団の７割以上が「異年齢

集団」であり、特に、食事・着替え・午睡などの生活にかかわる行為での異年齢の関わりが顕

著であった。また、実験による子どもの居場所及び集団構成に大きな変化は見られなかったが、

個人追跡調査の結果では、子どもが調理員のもとへ自分のタイミングで向かう姿が多く見られ、

保育士との関わり方とは違う新たな関係づくりが見られた。 

 
研究成果の概要（英文）：This study is aimed to perceive the forming children’s group in 
multi-aged grouping care facilities. We investigated by analyzing the summarized 
observation of daily children’s behavior. The children stayed in a day nursery that 
resembled a family home with a comfortable day-room, a dining-room with an open-kitchen, 
and bedroom. Living- time (meal, sleeping, and program - time) was shown to be the best 
chance to cultivate mutual understandings in a mix - aged and development community. And 
during play – time, same - age groups and small mix - aged group communities were shown. 
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１．研究開始当初の背景 
少子化傾向の続く現代において、家族の分

解、就業形態の多様化、地域の教育力の低下
等を背景に「保育需要（育児の社会化ニー
ズ）」は高まりをみせている。初等教育から
高等教育にいたる全ての課程で「教育改革」
が求められる中、「就学前教育（乳幼児期教
育）」を見直す必要性も高まっている。これ
に加え、財政問題を背景にした「幼保一元化」
の議論とも関連して、ソフト・ハードの両面
で保育施設（幼稚園・保育所）の見直しと改
善が緊急に求められている。 
先行研究をみると、建築学（ハード）にお

ける保育所に関する研究の多くは、佐藤ら
（「園児の関係構築と共存する遊び集合につ
いての考察～園児の社会性獲得と空間との
相互関係に関する研究その１～」佐藤将之他,
日本建築学会計画系論文集第 562 号）のよう
に、空間と保育、子どもの行動（特に遊び）
の関係について論じられるのが一般的であ
る。子どもの発達について空間的特質（特に
食環境）と保育方針の関係を研究するものは
ほとんどみられず、子どもの行動や育つ環
境・空間から子どもの発達を論ずるものもあ
るが、「縦割り保育（特に１～５歳児混合の
保育）」における子どもの発達に着目した研
究論文は皆無に等しい（「保育施設空間に関
する研究・その１－保育方法と保育空間の関
わり－」小川信子他 日本建築学会大会学術
講演梗概集 1996）。また教育、家政、保育学
等（ソフト）においては子どもの発達と保育
の関係についての調査、実践の紹介は行われ
ているが、平面計画と発達の関係性について
建築的視点から評価しようとするものが少
ない（「縦割り保育の幼稚園における幼児の
相互交渉と〈心の理解〉の発達」 子安増生
他 日本教育心理学会総会発表論文集）。 
 
２．研究の目的 
本研究は、学外の共同研究者（共同実践者）

と共に、「縦割り保育（１～５歳児）」「保育
室における食事づくり」というソフトの仕掛
けと「いえ型保育空間」というハードの仕掛
けを導入して「きょうだい保育」を実践する
全国初の保育園において、これらの仕掛けが
子どもたちの生活と発達に与える効果を実
証的に確認しようとする実践的研究（≒研究
的実践）であり、当該施設の保育者・設計者
および現場と関わりをもつ大学院生が参画
する共同研究（共同実践）である。 
Ｋ保育園が目指す「きょうだい保育」は、

子どもたちの安心感の基礎となる「いえ（お
うち）」という保育空間（ハード）の中で、
異年令集団による「縦割り保育（１～５歳
児）」に加えて、「食＝生きる力」という仮説
に基づく「保育室（おうち）での食事づくり」
という実践（ソフト）を軸に展開されている。 

Ｋ保育園の平面は、０歳児保育室１軒と、
１～５歳児約２５名で１家族（縦割り集団）
の保育室が３軒という合計４軒の「保育室
（おうち）」と遊戯室・屋外テラスによって
構成されている。各保育室（おうち）には「対
面式キッチンをもつ食事室」「寝室」「居間」
「トイレ」があり、食寝分離の「田の字型」
の平面構成となっている。 
本研究では、このようなハードとソフトを

もつＫ保育園における子どもたちの生活実
態を把握し、主として発達的働きかけの契機
となる「集団形成」の実態を明らかにするこ
とによって、「きょうだい保育」を支える「保
育空間（おうち）」の有効性を検証しようと
するものである。 
また、現段階の保育政策の現状（制度的に

保障される予算および職員体制の現状）にお
いては、「保育室（おうち）」に調理員を常時
配置することが極めて困難な状況であった
ため、調理員１名を新たに雇用（６ヶ月）し、
それによる子どもたちの生活変化（動線の変
化、集団形成の変化）を明らかにすることを
目的としている。なお、既にＫ保育園におい
て平成１９年度分までの総括資料分析（食事
時間での異年齢間の関わりが増えることに
よって遊び時間での異年齢間の良い関わり
が増えることを確認）確認している。 
 
３．研究の方法 
本研究の主な方法は、Ｋ保育園における子

どもたちの生活実態とその変化を把握する
ための観察調査（目視調査）と、保育者・調
理員・保護者の意識の実態とその変化を把握
するためのアンケート調査から構成される。
また、本研究はＫ保育園関係者との共同研究
（共同実践）であり、調査の企画・実施・分
析・評価などの全ての側面において関係者と
の「討議・ワークショップ形式」を採用した。 
通年スケジュールと調査方法は、以下の通

りである。 
 

（１）平成２１年度 
①保育者及び設計者との討議 
②２クラスを対象に行動観察調査 
・居場所調査：２クラスの全園児の居場所
を 5分毎（9時～16 時）に図面上にプロ
ット→各年齢別の居室利用実態と集団
形態（一人、異年齢、同年齢、規模など）
の把握 

・個人行動観察調査：各クラス１～５歳児
１名ずつ及び調理員を対象に保育室内
での移動軌跡を記入→より精緻な集団
形態の把握と各室への移動経路の把握 

③１クラスを対象に調理員常駐実験開始 
・保育室内調理員常駐実験：Tp クラスを
対象に６ヵ月間の調理員常駐（9時～16
時）・保育室内調理の実施 



 
（２）平成２２年度 
①保育者及び設計者との討議 
②１クラスを対象に調理員常駐実験継続 
③実験中の子どもの行動観察調査 
・実験前（11 時から１時間昼食の温め、
配膳のみを保育室内で行う）・開始直後
（２週間）・３か月後、５か月後、半年
後の５過程の中での調理員と子どもの
集団形成、各室への移動経路の変化を把
握④保護者・保育者へのアンケート調査 

④行動観察調査等の分析 
 

（３）平成２３年度 
①保育者及び設計者との討議 
②実験前後の行動観察調査の比較分析 
③論文執筆 
④研究報告 
 

４．研究成果 
（１）保育室内での子どもの居場所と集団構
成 
各室の利用状況は、各クラスの保育内容や

方針によって多少の違いは見らえるものの、
概ね「寝室」40％弱＞「その他（保育室外）」
20％≧「居間」20％弱≧「食堂」20％弱＞「ユ
ーティリティ」８％であり、低年齢ほど「寝
室」「ユーティリティ」、高年齢ほど「居間」
「食堂」での滞在が多い。一日を通して、各
子どもが「異年齢集団」に属する割合は７割
を超えており、特に「寝室」「食堂」で形成
されていることがわかった。食事や着替えな
どの生活時間と自由遊び時間では、生活時間
での「異年齢集団」形成が多いのに対し、「同
年齢集団」は自由遊び時に比較的多く形成さ
れており、特に５歳児は「同年齢」で遊ぶ機
会が多い。「異年齢集団」の年齢構成は、生
活時間時に多様な年齢で構成され、遊び時間
では１歳違いの２階層年齢での集団構成が
多くみられる。 

（２）調理員常駐調理実験による変化 

調理員常駐実験による子どもの集団形成や
居場所は、実験半年後＞実験開始直後＞実験
１年前の順に「寝室」「食堂」利用が高く、
異年齢集団形成割合も多かったが、実験対象
外の Ks クラスとの比較から、１月と６月の
保育方法の違いによる５歳児の午睡の有無
に起因すると考えられる。しかし、活動の合
間に台所へ立ち寄る子どもの増加や調理員
を含めた集団は、「３か月後」を境に増加し
ており、個人追跡調査から調理員との関わり
方に個人差が認められた。また、調理員自身
の行動も食堂・台所を拠点に徐々に「居間」、
「寝室」へと広がり、「居間」「寝室」間の移
動の増加や遊び時間での集団参加も見られ
るようになった。子どもの行動例をみると、
活動日によって行動パターンは異なるもの

の、常に台所で作業を行う調理員のもとへ、
子ども個人が自分のタイミングで向かう場
面が多くみられるようになった。アンケート
調査、ワークショップでは、保育士から、調
理員常駐による調理時の保育室内の匂い、音、
暖かさなどが、子どもに安心感を与え、生き
る力をはぐくむだけでなく、職員の安心やス
トレス軽減にもつながるなど、肯定的意見が
多く出された。 
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